
ゆう小・夕中が目指す１５歳の姿 

「ふるさと夕張に誇りをもち、他者と協働しながら学びに向かい、新たな価値を創造する生徒」 

 

９年間の連続性を重視した教育がスタートしています！ 
「自然豊かな緑の大地と炭鉱（ヤマ）の歴史、そして幾多の困難を乗り越え築かれてきた『夕張』が・・・」

これは、夕張市の教育大綱の基本理念として最初に記されている文章です。この文言からは、開拓以来、我

が国の産業を支えてきたエネルギー源である石炭産業を中心にこの夕張が築かれ、国家の屋台骨を支え

る役割を果たしてきた自負と、時代の流れとともに立ちはだかってきた様々な試練に果敢に挑んできた先人

たちの気概が感じられます。その歴史は脈々と受け継がれており、今もその歴史の延長線上にあります。つま

り 10年後、50年後・・・の夕張の礎は、今現在にあるということです。 

教育は、「人格の完成を目指し、平和で民主的な国家及び社会の形成者として必要な資質を備えた心身

ともに健康な国民の育成を期して行わなければならない。」という教育基本法第１条に掲げられた目的のと

おり、持続可能な社会の形成者としての国民の育成にあります。まさに、豊かな自然や歴史、文化など、この

夕張の風土によって子どもたちを「地域で育んでいく」ことで、子どもたちのウェル・ビーイングの実現を目

指します。これこそが、小中一貫教育の目的であり、幼保・小・中・高とつながる夕張の教育の在り方だと思う

のです。 

 

 

ゆうばり小学校児童会・夕張中学校生徒会合同会議 

和やかな雰囲気で自己紹介をした後、今後一年間の児童会生徒会の 

活動の流れを確認し合いました。その中で、中学校生徒会の「絆づくり週 

間」と、小学校児童会の「仲良し手紙週間」を連携して行うこととしました。 

中学校生徒会長から、小学校児童会長に手作りの「イエローリボン」が 

手渡され、小学校では手紙週間の期間中、児童会役員等がイエローリボ 

ンをつけて活動することとしました。 

今回の合同会議は役員同士の交流を図るとともに、小学校中学校一体となって取り組んでいく気持ちを

高める機会となりました。 
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令和 6 年 4 月  小中一貫教育スタート ！ 

【各部の動き】 

💎総務部会：①第１回 4/16（今年度の取組確認） ②第２回 6/11（合同授業研後の部会について） 

💎教育課程部会：①教育課程系統表つくり ②ｵﾝﾗｲﾝ英会話の検証改善（アンケートの分析・改善策） 

💎児童生徒指導部会：①ピアサポートの小中実践交流➾②夕張市ピアサポート基本カリキュラム検討 

💎特別支援教育部会：①「ゆうばり未来っこファイル」書式の整理・改善案 ②教育の UD化の実践交流 

※「学習指導部会」と「合同事業部会」は本通信にて紹介 



 

小中合同の授業研究がゆうばり小学校にて行われました。夕張では校内研修の統合を段階的に試みて

おり、昨年から研究主題を同一のものとし、児童生徒の実態に応じて研究内容を定めてきました。 

 
 

この、研究主題を究明すべく両校で具体的な手立てを考えながら授業改善に取り組んでいます。 

17日の授業は、小学校小田教諭による５年生理科の「ふりこ」の授業でした。授業づくりのポイントは、 

１） 協働的な学びの場の設定 

２） ICT機器の有効活用 

３） 思考力、判断力、表現力を中心とした評価の工夫（可視化・記録化） 

４） 学びに向かう力を見とる振り返り 

の４点でした。ふりこの１往復する時間は何によって変わるのかを予想を立て、 

実験を通して明らかにしていくのです。公開授業は、「おもりのおもさを変えたら 

どうなるか調べよう」というめあてのもと、グループで役割分担（計時・記録・操 

作）をしながら主体的に解き明かしていきました。特筆すべきことは多々あるので 

すが、特に ICT機器の活用による記録の可視化・共有化・グラフ化があげられ 

ます。共同編集の機能を使って、グループごとの記録が大型TVにリアルタイム 

で映し出されるのです。これによって、記録の発表が一瞬で終わるのです、しかも視覚的に。 

授業後の研究協議では、小・中学校の先生方でグループを作って KJ 法を

用いながら、良かった点や改善点を話し合いました。こうした授業改善の取組

を小・中学校の全教職員がすることによって、９年間の学びのつながりがより

強くなっていくのです。 

次回は11月です。今度は中学校で合同授業研究が行われます。誰一人取 

り残すことなく、児童生徒が自ら学びに向かう授業とはどうあるべきか、両校の教職員で研鑽を深めてまい

ります。 

                                                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究主題：主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善 

2024 2024/4/1 2024/4/1

1日（月） 1日（水） 1日（土） 1日（月） 1日（木） 1日（日） 1日（火） 1日（金） 1日（日） 1日（水） 1日（土） 1日（土）

2日（火） 2日（木） 2日（日） 2日（火） 2日（金） 2日（月） 2日（水） 2日（土） 2日（月） 2日（木） 2日（日） 2日（日）

3日（水） 3日（金） 3日（月） 3日（水） 3日（土） 3日（火） 3日（木） 3日（日） 3日（火） 3日（金） 3日（月） 3日（月）

4日（木） 4日（土） 4日（火） 4日（木） 4日（日） 4日（水） 4日（金） 4日（月） 4日（水） 4日（土） 4日（火） 4日（火）

5日（金） 5日（日） 5日（水） 5日（金） 5日（月） 5日（木） 5日（土） 5日（火） 中1総合発表会(5年) 5日（木） 5日（日） 5日（水） 5日（水）

6日（土） 6日（月） 6日（木） 6日（土） 6日（火） 6日（金） 6日（日） 6日（水） 6日（金） 6日（月） 6日（木） 6日（木）

7日（日） 7日（火） 7日（金） 7日（日） 7日（水） 7日（土） 7日（月） 7日（木） 7日（土） 7日（火） 7日（金） 部会⑤ 7日（金）

8日（月） 8日（水） 8日（土） 8日（月） 8日（木） 8日（日） 8日（火） 8日（金） 中2総合発表会(6年) 8日（日） 8日（水） 8日（土） 8日（土）

9日（火） 9日（木） 9日（日） 9日（火） 9日（金） 9日（月） 9日（水） 9日（土） 9日（月） 部会④ 9日（木） 9日（日） 9日（日）

10日（水） 10日（金） 10日（月） 10日（水） 10日（土） 10日（火） 10日（木） 10日（日） 10日（火） 10日（金） 10日（月） 10日（月）

11日（木） 11日（土） 11日（火） 総務部会② 11日（木） 11日（日） 11日（水） 11日（金） 11日（月） 11日（水） 11日（土） 11日（火） 11日（火）

12日（金） 12日（日） 12日（水） 12日（金） 12日（月） 12日（木） 中学校舎授業(6年) 12日（土） 12日（火） 12日（木） 12日（日） 12日（水） 12日（水）

13日（土） 13日（月） 13日（木） 13日（土） 13日（火） 13日（金） 13日（日） 13日（水） 13日（金） 絆づくり生徒集会 13日（月） 13日（木） 13日（木）

14日（日） 14日（火） 14日（金） 14日（日） 14日（水） 14日（土） 14日（月） 14日（木） 14日（土） 14日（火） 14日（金） 14日（金）

15日（月） 15日（水） 15日（土） 15日（月） 15日（木） 15日（日） 15日（火） 15日（金） 15日（日） 15日（水） 15日（土） 15日（土）

16日（火） 総務部会① 16日（木） 16日（日） 16日（火） 16日（金） 16日（月） 16日（水） 16日（土） 16日（月） 16日（木） 16日（日） 16日（日）

17日（水） 17日（金） 17日（月） 合同研修会・部会② 17日（水） 17日（土） 17日（火） 部会➂ 17日（木） 17日（日） 17日（火） 17日（金） 17日（月） 17日（月）

18日（木） 18日（土） 18日（火） 18日（木） 18日（日） 18日（水） 18日（金） 18日（月） 合同研修会(中) 18日（水） 18日（土） 18日（火） 18日（火）

19日（金） 19日（日） 19日（水） 19日（金） 19日（月） 19日（木） 19日（土） 19日（火） 19日（木） 19日（日） 19日（水） 19日（水）

20日（土） 20日（月） 20日（木） 20日（土） 20日（火） 20日（金） 20日（日） 20日（水） 20日（金） 20日（月） 20日（木） 20日（木）

21日（日） 21日（火） 21日（金） 21日（日） 21日（水） 21日（土） 21日（月） 21日（木） 21日（土） 21日（火） 21日（金） 21日（金）

22日（月） 部会① 22日（水） 22日（土） 22日（月） 22日（木） 22日（日） 22日（火） 22日（金） 22日（日） 22日（水） 22日（土） 22日（土）

23日（火） 23日（木） 23日（日） 23日（火） 23日（金） 23日（月） 23日（水） 23日（土） 23日（月） 23日（木） 入学説明会・中体験 23日（日） 23日（日）

24日（水） 24日（金） 24日（月） 24日（水） 24日（土） 24日（火） 24日（木） 24日（日） 24日（火） 24日（金） 24日（月） 24日（月）

25日（木） 25日（土） 25日（火） 25日（木） 25日（日） 25日（水） 25日（金） 25日（月） 25日（水） 25日（土） 25日（火） 25日（火）

26日（金） 26日（日） 26日（水） 26日（金） 26日（月） 26日（木） 26日（土） 26日（火） 26日（木） 26日（日） 26日（水） 26日（水）

27日（土） 27日（月） 27日（木） 27日（土） 27日（火） 27日（金） 27日（日） 27日（水） 27日（金） 27日（月） 27日（木） 27日（木）

28日（日） 28日（火） 28日（金） 28日（日） 28日（水） 28日（土） 28日（月） 28日（木） 28日（土） 28日（火） 28日（金） 28日（金）

29日（月） 29日（水） 29日（土） 29日（月） 29日（木） 29日（日） 29日（火） 29日（金） 29日（日） 29日（水） 29日（土）

30日（火） 30日（木） 児童生徒会合同会議 30日（日） 30日（火） 30日（金） 30日（月） 30日（水） 30日（土） 30日（月） 30日（木） 30日（日）

31日（金） 31日（水） 31日（土） 31日（木） 31日（火） 31日（金） 31日（月）

R6取組ｽﾀｰﾄ R7取組ｽﾀｰﾄ

【検討委員会】 【市教委】 【各学校】

検証・分析 昨年度の反省・協議 予算取組 実践検証

小中合同研修会 小中合同研修会

5年理科　小田教諭

集合学習②

なかよし お手紙（小）

イエローリボン活動（中）

絆づくり生徒集会

（小5～中３）

・中１総合発表会（5年）

・中２総合発表会（6年）

中学校校舎を

利用した授業

（6年）

入学説明会

中学校体験

（6年）

空知管内どさんこ

子ども地区会議

集合学習①

夕特協宿泊学習

小６中学校
　登校の拡大

・ピア・サ
ポートの考え
方を生かした
人間関係づく
り

・合同ピアの
実施（親和的
な集団づく
り）

・個に応じた
自立活動の充
実

・合同学習の
実施

・教育のUD化
の取組

・合同研究推進
・授業改善

・学習指導状況交流
（ﾀﾌﾞﾚｯﾄの使用、基礎事
項の定着状況）

・「学びの作法」の取組

指導案検討（小学校）

・児童生徒交流行事
・児童会生徒会交流

・小6中学校登校
（合同集会・部活動）
・教育環境

・ピア・サポートの考え
方を生かした人間関係づ
くり

・「15歳までに身に付け
たい基本」の取組

児童会生徒会

合同会議

・進路を見据えた実態交流

・個に応じた自立活動充実

・各教科等の接続
・系統表の整理

・ふるさとキャリア推進
（総合年間指導
　　　計画の整理）

・ｵﾝﾗｲﾝ英会話の
検証改善

教育課程

部会

学習指導

部会

合同事業

部会

児童生徒

指導部会

特別支援

教育部会

・合同学習の実施

・ゆうばりっ子未来ﾌｧｲﾙの取
組

・他校種との連携

・教育のUD化の取組

・生活規律（あいさつ
等）
・児童生徒実態交流

6月5月4月 11月10月9月8月7月

指導案検討（中学校）

夕張市音楽発表会

合同合唱

※高等養護？

（卒業式歌

歌唱指導）

3月2月1月12月

「ゆうばり」
ｶﾘｷｭﾗﾑ実施

「夕張学」
高校との接続

合同研究推進

9年間を見通し
た「主体的・
対話的で深い
学び」授業改
善

小中一貫教育年間スケジュール

小・中学校で取り組んだピアサポート授業の実践交流

①授業内容

②授業での児童生徒の様子

③その授業をした後の、学校生活での児童生徒の変容

小・中学校「ピア・サポート基本カリキュラム」の作成

・実践交流をもとに作成

「15歳までに身につけたい基本」の振り返り

①児童生徒の自己評価（３月実施） ②集計・考察し、次年度に生かす

教育のUD化の整理 小中学校で取り組んでいる教育のUDの実践交流

「学びの作法」

振り返り①

「学びの作法」

振り返り➂※3月

「学びの作法」

振り返り②
「学習規律」の定着化を図る手立て ・小中とも「学びの作法」の振り返りを行う。

・振り返りの内容について、ある程度の統一を図る（正副部会長で検討協議⇒実施

・研究授業時の協議グループの統一 ・学習指導案様式の統一

・小中での学習アンケートの統一

R7年度以降の合同研究について

・研究主題～12月部会内提案 1月各校提案 ２月部会で決定

・具体的な研究内容についての協議

9年を見通した実践をどのように実現するか

・授業参観について

小中ともに11月（別日設定）の実施をめざす

・教育課程づくり、系統表の分担

（理社音家技保体美⇒同じ内容をスパイラルで学習する教科

R7（中学校新教科書）

・道徳、特活系統表作成

合同学習例

音楽： ・教師による中⇒小の授業乗り入れ

・中学生が小学生（６年）に中学校の校歌を教える時間

・一日入学の時に中学生が合唱を披露、またはその逆

体育： ・新体力テストを種目限定して合同で

・体つくり運動の同一内容をそれぞれ取り組む

ゆうばりっ子未来ファイルの様式作成

R7年度に向けて

様式案の提案

 これは、各部会の年間スケジュールを

一目でわかるようにしたものです。例えば

今回の「合同授業研」や「児童・生徒会交

流」などが年間スケジュールに位置付け

られています。各部相互の取組も可視化

できるので、進捗状況の確認や調整が効

率的にできます。 
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2日（火） 2日（木） 2日（日） 2日（火） 2日（金） 2日（月） 2日（水） 2日（土） 2日（月） 2日（木） 2日（日） 2日（日）
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9日（火） 9日（木） 9日（日） 9日（火） 9日（金） 9日（月） 9日（水） 9日（土） 9日（月） 部会④ 9日（木） 9日（日） 9日（日）

10日（水） 10日（金） 10日（月） 10日（水） 10日（土） 10日（火） 10日（木） 10日（日） 10日（火） 10日（金） 10日（月） 10日（月）

11日（木） 11日（土） 11日（火） 総務部会② 11日（木） 11日（日） 11日（水） 11日（金） 11日（月） 11日（水） 11日（土） 11日（火） 11日（火）

12日（金） 12日（日） 12日（水） 12日（金） 12日（月） 12日（木） 中学校舎授業(6年) 12日（土） 12日（火） 12日（木） 12日（日） 12日（水） 12日（水）

13日（土） 13日（月） 13日（木） 13日（土） 13日（火） 13日（金） 13日（日） 13日（水） 13日（金） 絆づくり生徒集会 13日（月） 13日（木） 13日（木）

14日（日） 14日（火） 14日（金） 14日（日） 14日（水） 14日（土） 14日（月） 14日（木） 14日（土） 14日（火） 14日（金） 14日（金）

15日（月） 15日（水） 15日（土） 15日（月） 15日（木） 15日（日） 15日（火） 15日（金） 15日（日） 15日（水） 15日（土） 15日（土）

16日（火） 総務部会① 16日（木） 16日（日） 16日（火） 16日（金） 16日（月） 16日（水） 16日（土） 16日（月） 16日（木） 16日（日） 16日（日）

17日（水） 17日（金） 17日（月） 合同研修会・部会② 17日（水） 17日（土） 17日（火） 部会➂ 17日（木） 17日（日） 17日（火） 17日（金） 17日（月） 17日（月）

18日（木） 18日（土） 18日（火） 18日（木） 18日（日） 18日（水） 18日（金） 18日（月） 合同研修会(中) 18日（水） 18日（土） 18日（火） 18日（火）

19日（金） 19日（日） 19日（水） 19日（金） 19日（月） 19日（木） 19日（土） 19日（火） 19日（木） 19日（日） 19日（水） 19日（水）

20日（土） 20日（月） 20日（木） 20日（土） 20日（火） 20日（金） 20日（日） 20日（水） 20日（金） 20日（月） 20日（木） 20日（木）

21日（日） 21日（火） 21日（金） 21日（日） 21日（水） 21日（土） 21日（月） 21日（木） 21日（土） 21日（火） 21日（金） 21日（金）

22日（月） 部会① 22日（水） 22日（土） 22日（月） 22日（木） 22日（日） 22日（火） 22日（金） 22日（日） 22日（水） 22日（土） 22日（土）

23日（火） 23日（木） 23日（日） 23日（火） 23日（金） 23日（月） 23日（水） 23日（土） 23日（月） 23日（木） 入学説明会・中体験 23日（日） 23日（日）

24日（水） 24日（金） 24日（月） 24日（水） 24日（土） 24日（火） 24日（木） 24日（日） 24日（火） 24日（金） 24日（月） 24日（月）

25日（木） 25日（土） 25日（火） 25日（木） 25日（日） 25日（水） 25日（金） 25日（月） 25日（水） 25日（土） 25日（火） 25日（火）

26日（金） 26日（日） 26日（水） 26日（金） 26日（月） 26日（木） 26日（土） 26日（火） 26日（木） 26日（日） 26日（水） 26日（水）

27日（土） 27日（月） 27日（木） 27日（土） 27日（火） 27日（金） 27日（日） 27日（水） 27日（金） 27日（月） 27日（木） 27日（木）

28日（日） 28日（火） 28日（金） 28日（日） 28日（水） 28日（土） 28日（月） 28日（木） 28日（土） 28日（火） 28日（金） 28日（金）

29日（月） 29日（水） 29日（土） 29日（月） 29日（木） 29日（日） 29日（火） 29日（金） 29日（日） 29日（水） 29日（土）

30日（火） 30日（木） 児童生徒会合同会議 30日（日） 30日（火） 30日（金） 30日（月） 30日（水） 30日（土） 30日（月） 30日（木） 30日（日）

31日（金） 31日（水） 31日（土） 31日（木） 31日（火） 31日（金） 31日（月）

R6取組ｽﾀｰﾄ R7取組ｽﾀｰﾄ

【検討委員会】 【市教委】 【各学校】

検証・分析 昨年度の反省・協議 予算取組 実践検証

小中合同研修会 小中合同研修会

5年理科　小田教諭

集合学習②

なかよし お手紙（小）

イエローリボン活動（中）

絆づくり生徒集会

（小5～中３）

・中１総合発表会（5年）

・中２総合発表会（6年）

中学校校舎を

利用した授業

（6年）

入学説明会

中学校体験

（6年）

空知管内どさんこ

子ども地区会議

集合学習①

夕特協宿泊学習

小６中学校
　登校の拡大

・ピア・サ
ポートの考え
方を生かした
人間関係づく
り

・合同ピアの
実施（親和的
な集団づく
り）

・個に応じた
自立活動の充
実

・合同学習の
実施

・教育のUD化
の取組

・合同研究推進
・授業改善

・学習指導状況交流
（ﾀﾌﾞﾚｯﾄの使用、基礎事
項の定着状況）

・「学びの作法」の取組

指導案検討（小学校）

・児童生徒交流行事
・児童会生徒会交流

・小6中学校登校
（合同集会・部活動）
・教育環境

・ピア・サポートの考え
方を生かした人間関係づ
くり

・「15歳までに身に付け
たい基本」の取組

児童会生徒会

合同会議

・進路を見据えた実態交流

・個に応じた自立活動充実

・各教科等の接続
・系統表の整理

・ふるさとキャリア推進
（総合年間指導
　　　計画の整理）

・ｵﾝﾗｲﾝ英会話の
検証改善

教育課程

部会

学習指導

部会

合同事業

部会

児童生徒

指導部会

特別支援

教育部会

・合同学習の実施

・ゆうばりっ子未来ﾌｧｲﾙの取
組

・他校種との連携

・教育のUD化の取組

・生活規律（あいさつ
等）
・児童生徒実態交流

6月5月4月 11月10月9月8月7月

指導案検討（中学校）

夕張市音楽発表会

合同合唱

※高等養護？

（卒業式歌

歌唱指導）

3月2月1月12月

「ゆうばり」
ｶﾘｷｭﾗﾑ実施

「夕張学」
高校との接続

合同研究推進

9年間を見通し
た「主体的・
対話的で深い
学び」授業改
善

小中一貫教育年間スケジュール

小・中学校で取り組んだピアサポート授業の実践交流

①授業内容

②授業での児童生徒の様子

③その授業をした後の、学校生活での児童生徒の変容

小・中学校「ピア・サポート基本カリキュラム」の作成

・実践交流をもとに作成

「15歳までに身につけたい基本」の振り返り

①児童生徒の自己評価（３月実施） ②集計・考察し、次年度に生かす

教育のUD化の整理 小中学校で取り組んでいる教育のUDの実践交流

「学びの作法」

振り返り①

「学びの作法」

振り返り➂※3月

「学びの作法」

振り返り②
「学習規律」の定着化を図る手立て ・小中とも「学びの作法」の振り返りを行う。

・振り返りの内容について、ある程度の統一を図る（正副部会長で検討協議⇒実施

・研究授業時の協議グループの統一 ・学習指導案様式の統一

・小中での学習アンケートの統一

R7年度以降の合同研究について

・研究主題～12月部会内提案 1月各校提案 ２月部会で決定

・具体的な研究内容についての協議

9年を見通した実践をどのように実現するか

・授業参観について

小中ともに11月（別日設定）の実施をめざす

・教育課程づくり、系統表の分担

（理社音家技保体美⇒同じ内容をスパイラルで学習する教科

R7（中学校新教科書）

・道徳、特活系統表作成

合同学習例

音楽： ・教師による中⇒小の授業乗り入れ

・中学生が小学生（６年）に中学校の校歌を教える時間

・一日入学の時に中学生が合唱を披露、またはその逆

体育： ・新体力テストを種目限定して合同で

・体つくり運動の同一内容をそれぞれ取り組む

ゆうばりっ子未来ファイルの様式作成

R7年度に向けて

様式案の提案


